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主な記事 

12年度活動方針-2～4面、決議-4面、福祉医

療で知事要請-7面、12年改定意見-8面、医科

個別指導指摘事項/歯科電話相談-9面、理事

会だより-10面、協同組合ニュース-5～60面  

 2011年度活動報告では、三田副会

長が東日本大震災と福島原発事故によ

り様々な面でわが国の社会経済基盤の

脆弱さが露呈、その中で復興と被災者

援護、原発事故への対応が最優先課題

であるにもかかわらず、政府は消費税

増税による社会保障と税の一体改革、Ｔ

ＰＰ参加を強引に進めているとし、協会

が各段階で抗議声明を発表したのをはじ

め、患者署名活動や国会行動を通じ見直

しを求めてきたことを伝え、関連してド

クターズウォーク、歯科医療の危機打開

決起集会への参加等を列挙した。また診

療報酬関係では改定見送り論も出されて

いた中で、協会が医療を充実させる立場

から引き上げ要求をまとめたこと、マイ

ナス改定が主張されたことに対してはこ

れを批判、診療報酬全体の底上げを求め

る要請を行ったことをあげた。  

 協会が他団体と共に取り組んだ活動か

らは４年目の保険でより良い歯科医療を

長野連絡会の活動で電話相談の件数が多

かったこと、福祉医療給付制度の改善を

進める会では、窓口無料化を求める県知

事宛要請署名が前知事時の署名数を大き

く超えて集まっていること、社会保障推

 定期総会は大石常任理事が「ＴＰＰと医

療問題の記念講演を聴いたが、協会は社

会保障を抑制する動きや医療の市場化を

めざす動きに対峙して、国民皆保険を守

り、いつでも誰でも安心して医療を受け

られる医療制度の充実に向けて活動を行

わなければならない気持ちを新たにし

た」と開会を宣言。鈴木会長からは「本

年度の反省をし、新年度の取り組みや予

算を決める。役員改選もあるので集中審

議をお願いしたい」と挨拶があった。  

 祝電披露に続いて伊那市の野口修氏を

議長に選出、野口氏は「自由に発言でき

る雰囲気が好きで会を続けてきた。多く

の方は浮動層、そうした中で情報が大

事。医療が政治家に認識されることを願

う。審議にご協力を」と挨拶、物故会員

の黙祷の後、議事に入った。 

 第１号議案2011年度活動報告を三田副

会長が、第２号議案2012年度活動方針を

市川副会長が提案し、原案通り可決。第

３号から第５号の▽2010度決算▽2011度

補正予算▽2012年度予算の３議案は中島

常任理事が提案し、この３議案も原案通

り可決した。なお決算に関しては監査が

欠席のため監査報告を議長が代読した。 

進協議会の国保部会で国保全県交流集会

などを開催し国保広域化の危険性や国庫

負担の引き上げによる制度改善の必要性

が意見交換されたことをあげた。 

 さらに会員に身近な審査指導関係では

地方厚生局に指導関係の改善要望を提出

したこと、医科審査アンケートもとに改

善要望をまとめ国保連合会に要望したこ

と、指導対策の学習会を開催したことな

どをあげた。税務経営関係では行政権限

強化の国税通則法に反対した取り組み、

消費税増税に反対しゼロ率を求める署名

に取り組んだこと、開業医共済休業保障

が魅力ある制度として順調に伸びてい

て、制度整備では保険料の法人損金算入

と給付金の法人受取を可能とする特約が

認可されたことなどを列挙した。 

 2012度活動方針では、市川副会長が

「医療をめぐる情勢」「長野県の医療・

福祉、医療機関の現状」から特徴部分を

拾い出した後、「活動の指針」について

▽公的保険制度を維持・発展させる立場

で患者・国民の安心、安全を確保するた

めの社会保障基盤の再構築とその財源確

保の道筋を自ら提案していく ▽患者負

担軽減、社会保障分野への予算の重点配

分、消費税増税阻止とゼロ税率要求など

を柱に地域住民、各種団体との学習宣伝

と共同を広げる活動を行う ▽会員の日

常診療や経営、生活に関わる活動を重視

し、情報提供や個別の相談活動を強化

し、講習会や学術研究等の充実を図る、

と紹介。その細目の「重点活動」(2～4面

参照）部分は各項目の要点を伝える形で

提案した。 

 役員改選の件は市川副会長から提

案。一般からの立候補と推薦はなく、現

執行部からの推薦となるとして、理事会

報告の形で、配布した現行役員名簿から

退任者をまず紹介。次いで市川・山崎の

両副会長の再任と推薦のあった新たな副

会長候補について欠席者の意向も含め伝

えた。会長候補については、大多数の役

員から現会長の推薦が出ているが３月の

理事会では内諾が得られず、この場で決

定するとして、新たに推薦のあった副会

長も含め会長を支えるということで、鈴

木会長に再任いただきたいと提案した。 

 議長より出席の新たな副会長候補に発

言を求め、その意向が確かめられたの

ち、鈴木会長より会長受諾の言葉があ

り、全ての役員（名簿2面参照）が決

まった。また会長の意向により議長より

事務局の総意も確認された。 

 決議(4面参照）は、従来からの要求に

ＴＰＰ問題を加えた７項で当日提出で提案

され採択された。その扱いは議長より理

事会に委ねられていたが、３月27日内閣

総理大臣、関係大臣、地元選出国会議

員、報道機関等などに送付されている。 

 長野県保険医協会は３月25日松本市内のホテルで第33回定期総会を開き、活動報

告及び新年度活動方針や予算など事前配布の議案書の５議案を原案通り可決、また

役員改選では、４期目となる鈴木会長はじめ35人の役員を選任、医療の公共性と安

全性を崩壊させるＴＰＰの参加を止めることを従前からの要求事項に加えた７項目か

らなる当日提出の決議（4面）を採択、皆保険を守る立場を確認した。 
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を
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歯科の施設基準並びに医療法の医療安全対策対応研修会
５月 ２９日（火） 19:00～ 松本市中央公民館（Mウイング文化センター）

医科と歯科の相互理解をめざす学術講演会
７月 １８日（水） 19:00～ 長野市生涯学習センター（トイーゴ4階）

開催日時が決定の２つの研修会（講演会）

　内容：▽緊急時の対応,医療事故,感染症対策などの医療安全対策、
　　　　　 ▽高齢者の心身の特性と口腔機能管理
　講師：松本歯科大学教授・小笠原 正氏（障害者歯科学講座）

　演題:「経口ＢＰ製剤関連顎骨骨髄炎・顎骨壊死―その現状と問題点―」
　講師：松本歯科大学教授・田口 明氏（歯科放射線学講座）
いずれも、参加申し込みは長野県保険医協会（電話026-226-0086）まで

松本市内のホテルでの第33回定期総会の議場、第2号議案：新年度活動方針の提案のところ 

 


